
 

第５次吉田町総合計画後期基本計画総括評価報告書（案）の新旧対照表 

 

修 正 後 現   行 

頁 内容 頁 内容 
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〇 この報告書について 

 当町では、平成２８年度から、将来都市像“人が集い 未来へはばたく魅力あふれるまち 吉田町”とした

第５次吉田町総合計画をスタートさせました。 

 令和５年度をもって、第５次吉田町総合計画後期基本計画の計画期間が終了したことに伴い、本計画に掲げ

た主要施策の総括評価を行うことが必要となります。 

このため、第５次吉田町総合計画後期基本計画に基づく施策展開によって得られた成果や課題等を整理するた

めに総括評価を行い、報告書としてまとめました。 
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〇 この報告書について 

 当町では、平成２８年度から、将来都市像“人が集い 未来へはばたく魅力あふれるまち 吉田町”とした

第５次吉田町総合計画をスタートさせました。 

 令和５年度をもって、第５次吉田町総合計画後期基本計画の計画期間が終了したことに伴い、本計画に掲げ

た主要施策の総括評価を行うことが必要であることから、この報告書を作成します。 
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２ 評価の方法 

 ⑴ 内部評価（吉田町ステップアップシートの活用） 

   吉田町まちづくりステップアップシートに記載された第５次吉田町総合計画後期基本計画作成時に設

定した、７つの施策の大綱ごとに掲げられている分野の主な目標について、令和２年度から令和５年度ま

での実績による達成状況に対し、吉田町行財政構造改革推進本部を開催し、内部評価を行いました。 
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２ 評価の方法 

 ⑴ 内部評価（吉田町ステップアップシートの活用） 

   吉田町まちづくりステップアップシートに記載された第５次吉田町総合計画後期基本計画作成時に設

定した、７つの施策の大綱ごとに掲げられている分野の主な目標について、目標値に対する令和２年度か

ら令和５年度までの実績による達成状況を確認します。 
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⑵ 外部評価（吉田町総合計画等審議会） 

  内部評価の結果について、吉田町総合計画等審議会において意見を伺い、外部評価を行いました。 

① 各施策の具体的な目標について「目指す方向に向かっているか」「向かっているまたは向かっていない

と思う理由」など、方向性に対する審議を行いました。 

 ② 将来都市像の実現に向けて、「どのような取組を進めるべきか」など、今後の計画を推進するための審

議を行いました。 
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⑵ 外部評価（吉田町総合計画等審議会） 

  定量的評価に基づいて、検証を行います。 

① 各施策の具体的な目標について「目指す方向に向かっているか」「向かっているまたは向かっていない

と思う理由」など、方向性に対する意見をいただく。 

 ② 将来都市像の実現に向けて、「どのような取組を進めるべきか」など、今後の計画を推進するための意

見をいただく。 
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６ 基本目標ごとの具体的な取組 
  
※ 当該年度の実績値がないものについては、「－」と表記しています。 

 
◆ 基本理念 １ 

 安全で安心して住み続けることのできるまちづくり 

 

 ◆ 第１章 災害に強く安全・安心に暮らせるまちづくり 

川尻地区防潮堤及び吉田漁港多目的広場のＬ２津波に対応した盛土整備、同報無線のデジタル化による

情報伝達手段の充実・強化と多重化、坂口谷川水災害対策プランに基づく治水対策のハード整備等の推進

により、安全・安心に暮らせる環境の創出を図ることができました。 

引き続き、住吉地区防潮堤の整備を進めるとともに、消防団員の確保や自主防災組織への地域防災指導

員等の参画といった、地域防災力の向上を図る必要があります。 

 

【年度別の主な成果】 

年  度 取組内容 

令和２年度 

・Ｌ２津波対策に伴う川尻地区防潮堤の整備 

・Ｌ２津波対策に伴う吉田漁港多目的広場の整備 

・防災ラジオ継続放送に向けた同報無線アナログ親局更新工事の実施 

・災害時の避難所機能向上のための総合体育館空調設備工事の実施 

・トイレカーの購入 

・大雨による道路冠水対策工事の実施 

・洪水ハザードマップの作成 
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６ 基本目標ごとの具体的な取組 
 
◆ 基本理念 １ 

 安全で安心して住み続けることのできるまちづくり 

 

 ◆ 第１章 災害に強く安全・安心に暮らせるまちづくり 

 

参考資料№1 



 

令和３年度 

・Ｌ２津波対策に伴う川尻地区防潮堤側道及び天端の整備 

・Ｌ２津波対策に伴う吉田漁港津波対策整備計画の策定 

・Ｌ２津波対策に伴う吉田漁港多目的広場の整備 

・水防活動拠点となる水防センターの整備 

・防災行政無線（移動系）デジタル化整備工事の実施 

令和４年度 

・Ｌ２津波対策に伴う吉田漁港津波対策環境の整備 

・Ｌ２津波対策に伴う吉田漁港多目的広場の整備 

・川尻地区防潮堤側道の整備 

・災害時の避難所となる町内小中学校体育館へのＷｉ－Ｆｉの整備 

・坂口谷川流域治水対策測量等業務の実施 

令和５年度 

・Ｌ２津波対策に伴う吉田漁港多目的広場の整備 

・坂口谷川水災害対策プランの策定 

・湯日川流域治水対策検討業務の実施 
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◆ 第２章 誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくり 

妊娠から子育てまでの切れ目のない支援、共働き家庭の増加や就労形態の多様化などのニーズに応じた

子育て支援サービスの提供により、安心して出産・子育てができる環境を創出することができました。ま

た、関係機関等との連携により、高齢者や障害者もいきいきと暮らせる環境を創出することができました。 

引き続き、各ライフステージにあった施策を展開し、誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくりを目

指していく必要があります。 

 

【年度別の主な成果】 

年  度 取組内容 

令和２年度 

・乳幼児期に対するロタウイルス予防接種の定期接種の実施 

・新型コロナウイルスワクチン接種体制の確保 

・特別定額給付金の実施 

・子育て世帯への臨時特別給付金の実施 

・ひとり親世帯臨時特別給付金の実施 

・デイサービスひまわりの家バスリフトの購入 

・第９次高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画の策定 

令和３年度 

・新型コロナウイルスワクチン接種の実施 

・診療所等開設補助金による内科診療所の開設 

・子ども家庭総合支援拠点の設置 

・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の実施 

・子育て世帯生活支援特別給付金の実施 

・子育て世帯への臨時特別給付金の実施 

令和４年度 

・新型コロナウイルスワクチン接種の実施 

・地域福祉計画の策定 

・第４期吉田町地域福祉計画・第４期吉田町地域福祉活動計画の策定 

・窓口業務用音声提示機器の導入 

・小規模保育施設整備に対する補助事業の実施 

・町内児童発達支援事業所への相談支援専門員の配置 

・保護者の就労環境に配慮した「ならし保育環境」の整備 

・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の実施 

・電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の実施 

・子育て世帯特別給付金の実施 

令和５年度 

・新型コロナウイルスワクチン接種の実施 

・帯状疱疹ワクチン予防接種に対する助成事業の開始 

・よしにこ応援パッケージの開始 

・小規模保育施設整備に対する補助事業の実施 

・吉田町子ども・子育て支援事業計画策定に向けた基礎調査の実施 
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◆ 第２章 誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくり 

 



 

令和５年度 

・住民税非課税世帯生活支援特別給付金の実施 

・物価高騰対応生活支援臨時給付金の実施 

・子育て世帯生活支援特別給付金及び吉田町子育て世帯特別給付金の実施 

・健康長寿の推進に向けた高齢者体力づくり事業の実施 

・成年後見制度中核機関運営業務の開始 

・第１０次高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定 

・第４期障害者計画及び第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画の策定 
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【分野 ⑴ 健康づくり】 

実施計画の 

主な目標 

現状値 

(基準値) 

実績値 
目標値 

目標値に 

対する評価 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

総括評価 
担当課 

今後の方向性 

高血圧有病者の割

合（４０～７４歳） 

男性40.7％ 

女性29.8％ 

(平成29年度) 

男性40.7 

女性26.9 

男性40.7 

女性26.7 

男性41.9 

女性28.6 

男性43.8％ 

女性29.0％ 

男性38.3％ 

女性29.6％ 
Ｂ 

・複数のがん検診の同日同会場での実施や特定健診と同時実施、土曜日に実施し、受診者

の利便性を高めた、検診受診率の向上に努めた。 

・健康診査の結果に基づく個別保健指導や医療機関への受診勧奨、広く町民に対して減塩

や正しい家庭血圧の方法について様々な機会を通じて普及することで、目標値のうち、女

性については目標を達成することができた。 
健康 

づくり課 

・受診しやすい検（健）診体制の整備と受診勧奨を推進する。 

・生活習慣病の発症や重症化予防のため健康診査の結果に基づく生活習慣改善指導や、健

康相談、健康教育、訪問指導等を継続して実施していく。 
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【分野 ⑴ 健康づくり】 

実施計画の 

主な目標 

現状値 

(基準値) 

実績値 
目標値 

目標値に 

対する評価 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

総括評価 
担当課 

今後の方向性 

高血圧有病者の割

合（４０～７４歳） 

男性40.7％ 

女性29.8％ 

(平成29年度) 

男性40.7 

女性26.9 

(平成30年度) 

男性40.7 

女性26.7 

(令和元年度) 

男性41.9 

女性28.6 

(令和2年度) 

男性43.8％ 

女性29.0％ 

(令和3年度) 

男性38.3％ 

女性29.6％ 

(令和3年度) 

Ｂ 

・複数のがん検診の同日同会場での実施や特定健診と同時実施、土曜日に実施し、受診者

の利便性を高めた、検診受診率の向上に努めた。 

・健康診査の結果に基づく個別保健指導や医療機関への受診勧奨、広く町民に対して減塩

や正しい家庭血圧の方法について様々な機会を通じて普及することで、目標値のうち、女

性については目標を達成することができた。 
健康 

づくり課 

・受診しやすい検（健）診体制の整備と受診勧奨を推進する。 

・生活習慣病の発症や重症化予防のため健康診査の結果に基づく生活習慣改善指導や、健

康相談、健康教育、訪問指導等を継続して実施していく。 
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◆ 基本理念 ２ 

 賑わいが生まれ、活力がみなぎるまちづくり 

 

 ◆ 第３章 活力あふれる産業振興のまちづくり 

水産業を中心とした賑わい拠点となる多目的広場の整備、認定農業者等への農地集積の促進、中小企業

事業者に対する事業資金の借入に対する利子補給の実施により、各産業の経営の安定化や人材育成等の強

化を図ることができました。 

引き続き、各産業の経営の安定化や人材育成等の強化を図るとともに、“ふじのくに” のフロンティア

を拓く取組による企業立地環境の整備と企業誘致活動や大学等と町内企業等が連携したインターンシッ

プを強化し、魅力ある雇用・就業環境を創出する必要があります。 

 

【年度別の主な成果】 

年  度 取組内容 

令和２年度 

・Ｌ２津波対策に伴う川尻地区防潮堤の整備 

・Ｌ２津波対策に伴う吉田漁港多目的広場の整備 

・吉田漁港津波対策整備計画の策定 

・第１弾プレミアム付商品券発行事業の実施 

・第２弾プレミアム付商品券発行事業の実施 

・経済変動対策貸付資金利子助成金の実施 

・新型コロナウイルス感染拡大防止協力金の実施 

令和３年度 

・Ｌ２津波対策に伴う吉田漁港多目的広場の整備 

・吉田漁港内製氷施設の建替え 

・第３弾プレミアム付商品券発行事業の実施 

・第４弾プレミアム付商品券発行事業の実施 

令和４年度 
・荒廃農地を高収益作物に転換するための基盤整備に対する助成事業の実施 

・Ｌ２津波対策に伴う吉田漁港多目的広場の整備 
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◆ 基本理念 ２ 

 賑わいが生まれ、活力がみなぎるまちづくり 

 

 ◆ 第３章 活力あふれる産業振興のまちづくり 

 



 

令和４年度 ・第５弾プレミアム付商品券発行事業の実施 

令和５年度 

・農業委員会サポートシステムの導入 

・Ｌ２津波対策に伴う吉田漁港多目的広場の整備 

・第６弾プレミアム付商品券発行事業の実施 
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【分野 ⑶ 商工業】 

実施計画の 

主な目標 

現状値 

(基準値) 

実績値 
目標値 

目標値に 

対する評価 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

総括評価 
担当課 

今後の方向性 

製造品出荷額 

281,989 

百万円 

(平成29年) 

273,936 

百万円 
－ 

302,899 

百万円 
－ 

300,000 

百万円 
Ａ 

・吉田町商工会を支援することで、中小企業及び小規模事業者の経営基盤が安定し、町の

商工振興を図ることができたこと、また利子助成制度によって、中小企業及び小規模事業

者の持続的な事業運営を支援することで、製造品出荷額が増加し、目標を達成することが

できた。 
産業課 

・町の商工振興を支えている吉田町商工会を引き続き支援していく。 

・利子補給を実施し、借入者の負担を軽減していく。 

商品販売額 

59,281 

百万円 

(平成27年) 

－ － 
64,798 

百万円 
－ 

60,000 

百万円 
Ａ 

・吉田町商工会を支援することで、中小企業及び小規模事業者に対する経営改善普及事業

が促進されたこと、また利子助成制度によって、中小企業及び小規模事業者の資金調達の

円滑化が図られたことによって、商品販売額が増加し、目標を達成することができた。 産業課 

・町の商工振興を支えている吉田町商工会を引き続き支援していく。 

・利子補給を実施し、借入者の負担を軽減していく。 
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【分野 ⑶ 商工業】 

実施計画の 

主な目標 

現状値 

(基準値) 

実績値 
目標値 

目標値に 

対する評価 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

総括評価 
担当課 

今後の方向性 

製造品出荷額 

281,989 

百万円 

(平成29年) 

273,936 

百万円 

273,936 

百万円 

302,899 

百万円 

302,899 

百万円 

300,000 

百万円 
Ａ 

・吉田町商工会を支援することで、中小企業及び小規模事業者の経営基盤が安定し、町の

商工振興を図ることができたこと、また利子助成制度によって、中小企業及び小規模事業

者の持続的な事業運営を支援することで、製造品出荷額が増加し、目標を達成することが

できた。 
産業課 

・町の商工振興を支えている吉田町商工会を引き続き支援していく。 

・利子補給を実施し、借入者の負担を軽減していく。 

商品販売額 

59,281 

百万円 

(平成27年) 

59,281 

百万円 

59,281 

百万円 

64,798 

百万円 

64,798 

百万円 

60,000 

百万円 
Ａ 

・吉田町商工会を支援することで、中小企業及び小規模事業者に対する経営改善普及事業

が促進されたこと、また利子助成制度によって、中小企業及び小規模事業者の資金調達の

円滑化が図られたことによって、商品販売額が増加し、目標を達成することができた。 産業課 

・町の商工振興を支えている吉田町商工会を引き続き支援していく。 

・利子補給を実施し、借入者の負担を軽減していく。 
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◆ 第４章 魅力あふれる多様な交流を生むまちづくり 

計画的な土地利用の推進により、新たな賑わい創出に向けた吉田ＩＣ周辺の土地利用に関する検討や県

営吉田公園南側用地の整備に関する検討を行い、官民一体となった賑わい創出拠点の整備を推進すること

ができました。 

引き続き、官民一体となった賑わい創出拠点の整備を推進するとともに、住民の移動手段の確保対策や

外国人住民の増加に伴う対策について、課題解決に向けた施策の推進を行う必要があります。 

 

【年度別の主な成果】 

年  度 取組内容 

令和２年度 

・地域公共交通網形成計画の策定 

・静岡・相良線のバス停上屋等の設置 

・コミュニティ施設改修助成事業の実施 

・地域経済の支援や活性化に向けた新型コロナウイルス感染症対応事業費補助金の

実施 

・町内施設へのＷｉ－Ｆｉ利用環境の整備 

令和３年度 

・静岡・相良線のバス停上屋等の設置 

・大幡川尻２号線道路改良工事の実施 

・コミュニティ施設改修助成事業の実施 

・トレーラーハウス型アンテナショップの購入 

・町内施設へのＷｉ－Ｆｉ利用環境の整備 

令和４年度 

・吉田ＩＣ周辺の交通拠点整備に向けた施設計画の検討 

・新しい交通の実証運行に向けた調査研究 

・コミュニティ施設改修助成事業の実施 
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◆ 第４章 魅力あふれる多様な交流を生むまちづくり 

 



 

令和４年度 

・吉田公園南側エリアにおける賑わい創出に向けた調査 

・町内施設へのＷｉ－Ｆｉ利用環境の整備 

・吉田町ブランドメッセージ及びロゴの発表 

令和５年度 

・問屋堤線道路改良工事の実施 

・三軒屋西の宮線道路改良工事の実施 

・下片岡山通り線道路改良工事の実施 

・新しい交通の実証運行の開始 

・コミュニティ施設改修助成事業の実施 

・吉田ＩＣ周辺の交通拠点整備に向けた基本計画の策定 

・吉田公園南側エリアにおける賑わい創出に向けた基本計画の策定 

・町内施設へのＷｉ－Ｆｉ利用環境の整備 
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◆ 基本理念 ３ 

 豊かな心を育み、愛する郷土を守り、次代につなげるまちづくり 

 

 ◆ 第５章 次代を担う心豊かな人を育むまちづくり 

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、町内小中学校における１人１台情報機器端末等のＩＣＴ環境を整

備し、吉田町教育元気物語 ＴＣＰトリビンスプランに基づいた教育環境の充実を図ることができました。 

また、子供から高齢者まで幅広い世代がスポーツ・レクリエーション活動へ積極的に参加し、気軽に楽

しめるスポーツの普及を図ることができました。 

引き続き、吉田町教育元気物語 ＴＣＰトリビンスプランに基づいた教育環境の充実を図るとともに、子

供たちを含む多様な人々との間に、学びを通したつながりを生み出し、生涯にわたり学びあい高めあう人

づくりを目指していく必要があります。 

 

【年度別の主な成果】 

年  度 取組内容 

令和２年度 

・ＧＩＧＡスクール構想の実現 

・町内小中学校における１人１台情報機器端末の整備 

・町内小中学校Ｗｉ－Ｆｉ環境整備工事の実施 

・小学校教科書改訂に伴う教育指導用書籍の更新 

・総合的な学習としての「吉田探究」の実施 

・学校事務員の増員及び校務アシスタントの配置 

・放課後こども教室の拡充 

令和３年度 

・町内小中学校における１人１台情報機器端末の整備 

・町内小中学校へのＩＣＴ機器の整備 

・町内小中学校へのＩＣＴ支援員の配置 

・中学校教科書改訂に伴う教育指導用書籍の更新 

令和４年度 

・町内小中学校へのＩＣＴ機器の整備 

・町内小中学校へのＩＣＴ支援員の配置 

・学校と地域の連携強化に向けたコミュニティスクールディレクターの配置 

・町内小中学校体育館Ｗｉ－Ｆｉ環境整備工事の実施 

令和５年度 

・リーディングＤＸスクール事業指定校に採択 

・町内小中学校へのＩＣＴ機器の整備 

・小学校社会科副読本「わたしたちの吉田町」の改訂 
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◆ 基本理念 ３ 

 豊かな心を育み、愛する郷土を守り、次代につなげるまちづくり 

 

 ◆ 第５章 次代を担う心豊かな人を育むまちづくり 
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◆ 第６章 豊かな自然と共生するまちづくり 

上下水道事業において、経営戦略に基づいた効率的な事業運営により、経営状況の健全化が保たれまし

た。 

計画的な管路の耐震化や老朽管の布設替により、安全な水を安定して供給するとともに、下水道事業計

画区域内の管きょの整備を推進し、下水道普及率を向上させることができました。 

また、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を促進し、生活雑排水による公共用水域の水質汚濁

を防止することができました。 
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◆ 第６章 豊かな自然と共生するまちづくり 

 



引き続き、経営戦略に基づいた効率的な事業運営による経営状況の健全化を保つとともに、ごみ減量・

リサイクル及び地球温暖化防止対策の分野において、施策を推進していく必要があります。 

 

【年度別の主な成果】 

年  度 取組内容 

令和２年度 ・浄化槽設置費補助対象の拡充 

令和３年度 ・エンジン式ラジコン草刈機等の購入 

令和４年度 ・浄化槽設置費補助の拡充 

令和５年度 

・浄化槽設置費補助の拡充 

・吉田町環境基本計画・地球温暖化防止対策計画・生物多様性地域戦略の策定に向

けた調査の実施 
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◆ 第７章 行政と住民が一体となって取り組むまちづくり 

デジタル技術の活用による行政の業務効率化とオンラインによる行政手続等のメニューの充実による

住民の各種手続きにおける利便性が向上しました。 

引き続き、適正かつ効率的な行財政運営を推進するため、社会環境の変化と増大する行政需要に的確に

対応した、財源確保と長期的な視野に基づいた計画的な財政運営を行い、健全な財政の運営を継続してい

く必要があります。 

また、ホームページや広報よしだの充実、ＳＮＳ等を活用した情報発信の強化により、住民の「求める

情報」「必要な情報」「関心を示す情報」を的確に伝えていく必要があります。 

 

【年度別の主な成果】 

年  度 取組内容 

令和２年度 

・国勢調査の実施 

・Ｗｅｂ会議用のパソコン等機器及びネットワーク整備 

・総合証明自動交付機の設置 

・第４次吉田町男女共同参画プランの策定 

令和３年度 

・電子申請システム（ＬｏＧｏフォーム）の運用に向けた検討 

・吉田町公式ＬＩＮＥの運用開始 

・町立保育園及び町立こども発達支援事業所職員へのパソコン配備 

令和４年度 

・第６次吉田町総合計画策定に向けた基礎調査の実施 

・第４次吉田町国土利用計画策定に向けた基礎調査の実施 

・吉田町ＤＸ推進計画の策定 

・オンライン申請対応による業務の効率化の実施 

・電子申請システム（ＬｏＧｏフォーム）の運用開始 

・自治体ＤＸ推進に向けた専門人材の登用 

・テレワークの試行的運用開始 

・転出転入ワンストップ化システム改修の実施 

令和５年度 

・第６次吉田町総合計画の策定 

・第４次吉田町国土利用計画の策定 

・勤怠管理システムの導入 

・ホームページデザインリニューアルの実施 

・吉田町広報大使の就任 

・吉田町町勢要覧の作成 
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◆ 第７章 行政と住民が一体となって取り組むまちづくり 

 

   

  


